




















要約 本研究班は、3つのテーマをもって小児の発育の地域差に関する検討をおこなった。 

第一は、発育の地域差をマクロな視点からとらえようと試み、昭和 60 年厚生省人口動態統

計出生票から、出生時体重、母親の年齢、父親の年齢および妊娠期間の都道府県別平均値

を求めてその都道府県差について検討した。その結果、出生時体重には顕著な「北高南低」

傾向は認められず、また、母親の年齢、父親の年齢あるいは妊娠期間の平均値の都道府県

差は、出生時体重に見られるものとは異なっていた。 

第二には、発育の地域差をミクロな視点からとらえようと試み、都市に生育する小児と農

山村に生育する小児の縦断的資料から、身長および体重の発育状態を比較検討した。その

結果、身長については、男女とも小学校入学時には都市に生育する小児の方が大きく、ま

た、身長年間発育増加量の平均値を比較すると、都市に生育する小児の方が農山村に生育

する小児に比べてピークが 2年ほど早く、年間増加量の最大値も大きいことが明らかにな

った。 

第三には、発育の地域差を年次推移という視点からとらえようと試み、まず、東京都内の

私立女子高校に保存されている身長の縦断的資料を分析した。その結果、身長最大発育年

齢や身長最大発育速度のコホート平均値は、ここ 20年間でほとんど変化していないが、身

長最大発育年齢時の既得身長のコホート平均値は、年次の経過にともなって徐々に大きく

なってきていることがわかった。 


